
キーワード「自殺予防『ケアとキュア』」

子供のサインを見逃さず、適切な支援につなげるために

令和４年６月 東京都教育庁指導部

支援が必要な児童・生徒の早期発見・早期対応のためには、児童・生徒の状況を的確に把握し、心の健康問題に
適切に対応することが必要です。自殺予防における学校と医療機関の役割について、共通理解を図りましょう。

Digital leaflet
for

teachers

自殺予防における
学校と医療機関の役割は…

「ケアとキュア」

学校の自殺予防の
取組を振り返って

みましょう

自殺直前のサインと
対応のポイント



精神症状に焦点を当てた専門的治療を行う

連携して支援

子供の心の健康状態

日常レベル

心の レベル

治療( )レベル

と

子供の不安や悩みに気付き、心の健康問題に適切に対応する

学校

医療機関

「気付く」 「共有する」 「支える」

重いストレス症状を抱えた子供に
対応する際、まず学校と医療機関
の役割の違いをはっきりと理解し
ておく必要があります。

文部科学省「学校における子供の心のケア －サインを見逃さないためにー」（平成26年３月）から

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/hoken/__icsFiles/afieldfile/2014/05/23/1347830_01.pdf


「支える」「気付く」

一人一人の児童・生徒の状況を
把握するとともに、小さな変化
を見逃さないようにするための
取組を行う。(児童・生徒理解)

□ 児童・生徒向けアンケートの実施

□ 教職員向けチェックリストの活用

□ 学級担任や養護教諭等を中心とした
きめ細かな健康観察や健康相談の実施

把握した児童・生徒の気になる
様子について、教職員間及び保
護者と情報を共有し、支援する
体制を構築する。

□ 学年主任や生活指導主任への報告

□ 保護者への連絡、家庭での様子の
確認

□ 機密保護された電子ファイルによる
全教職員間での情報共有

「共有する」

全教職員による
情報の共有

学 校

家 庭

全ての児童・生徒に「身近にいる
信頼できる大人に相談することの
大切さ」を伝えるとともに、必要
に応じて医療等の関係機関と連携
するなど、適切な役割分担により
対応する。

□ ＳＯＳの出し方に関する教育の確実
な実施

□ 自己肯定感を高める取組の推進

□ 外部相談機関の連絡先の周知

□ 保護者や地域に対する児童・生徒の
見守り依頼

【保護者等との連携による全ての児童・生徒に対する指導】

【気になる様子が見られる児童・生徒に対する支援】

□ 関係の深い教職員による個別の声掛け

□ スクールカウンセラーによる面接の実施、
スクールソーシャルワーカー等の活用

□ 自殺を企図する兆候が見られた場合、
保護者、医療機関等と連携してケアか
らキュアへつなぐ対応

連携

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/sos_sing/check_sheet.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/sos_sing/shitumon_koumoku.pdf
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/sos_sing.html
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/content/files/learn_dealing/soudan_r2_8.pdf


□ これまでに関心のあった事柄に対して興味を

失う

□ 注意が集中できなくなる

□ いつもなら楽々できるような課題が達成でき

ない

□ 成績が急に落ちる

□ 不安やイライラが増し、落ち着きがなくなる

□ 投げやりな態度が目立つ

□ 身だしなみを気にしなくなる

□ 健康や自己管理がおろそかになる

□ 不眠、食欲不振、体重減少等の様々な身体

の不調を訴える

□ 自分より年下の子供や動物を虐待する

□ 学校に通わなくなる

□ 友人との交際をやめて、引きこもりがちに

なる

□ 家出や放浪をする

□ 乱れた性行動に及ぶ

□ 過度に危険な行為に及ぶ、実際に大怪我を

する

□ 自殺にとらわれ、自殺についての

文章を書いたり、自殺についての絵

を描いたりする

学校や学級に、こうした様子が見られる児童・生徒はいないでしょうか

そういえば、あの子、今週に入ってから
授業に集中できていないかもしれないな。
個別に声を掛けてみよう。

文部科学省「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」（平成21年３月）から

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/046/gaiyou/1259186.htm


対応のポイントは・・・

原因・動機 人数（令和２年比）

１ 病気の悩み・影響（その他の精神疾患） 44（＋４）

２ 学業不振 40（－12）

３ 親子関係の不和 38（－４）

４ 病気の悩み・影響（うつ病） 37（＋４）

５ その他進路に関する悩み 33（－22）

令和３年における全国の児童・生徒の自殺の原因・動機 上位５項目

（出典）厚生労働省「自殺の統計：各年の状況」を基に文部科学省が作成した表を改変

児童・生徒の自殺の背景の一つとして精神疾患が挙げられていることを踏まえ、
スクールカウンセラー等による支援を行ったり、スクールソーシャルワーカー等を
活用して医療等の関係機関につなぐなど、心の健康問題への対応を徹底することが
重要です。

家庭環境の変化成績の低下

精神疾患の疑い


